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●「家庭の日」図画・作文
　福生市青少年問題協議会では、「家庭

の日」に対する関心を高め、家庭の大切

さを訴えるため、市内の小・中学生を対

象に図画・作文を募集しました。

[応募者 ] 図画・363 人、作文・応募なし

◆入賞者（敬称略）

〈図画の部〉
　　　

　　　　　　　　　　　　　

【佳作】[4 年生 ]

(一小 ) 宇津木華江、加藤遙夏、黒木羽菜

(二小 ) 伊藤律、上野倖之介、保坂知優

(三小 ) 大鍔勇士、大野彩、本間夏子

(四小 ) 野家琳、堀部世玲菜

(五小 ) 檀上春那、松尾実夏、原明里

(六小 ) 青木汰亜、佐藤京香、髙橋歩利

(七小) 古谷咲季、伊藤愛美、今田ちひろ

【問合せ】子ども育成課子ども育成係☎ 551･1733

●「税を考える週間」書道展
　西多摩地区税務協議会（青梅税務署ほか）

主催の青梅税務署管内第 32回小学生によ

る「税を考える週間」書道展に、市内の児

童 46人の作品が入選しました。

◆入賞者（敬称略）

[5 年生 ]【金賞】小林怜未（二小）、山

﨑京（六小）【銀賞】染矢遼果（五小）、

皆川りい彩（六小）【銅賞】越智陽菜（五

小）【佳作】19 人

[6 年生 ]【銀賞】内野桜花（二小）、山

下瑞稀（五小）【銅賞】清酒菜月（二小）、

磯部眞実（四小）、佐藤音花（四小）

【佳作】17 人

【問合せ】課税課市民税係☎ 551・1610

市内の小 ･中学生の作品が選ばれました！

　
～作品展のお知らせ～

【一席】渡邉夏歩

(四小 4 年 )

【二席】川島千奈

(一小 4 年 )

【二席】菅野優衣

(三小 4年 )

　市内小中学生の応募作品から入選し

た「家庭の日」図画、明るい選挙啓発

ポスター、「税を考える週間」書道展

の作品を展示します。

【日時】12 月18日～１月16日の市

役所開庁時間内（最終日は午後４時まで）

【場所】市役所１階（郵便局側入口付近）

【問合せ】課税課市民税係☎ 551・

1610

　市では、国や都と協力して次のような事業を

実施しています。

①児童扶養手当
【支給対象】18 歳に達した日の属する年度の末

日まで（身体障害者手帳１級～３級程度・愛の

手帳１度～３度程度の障害がある場合は 20歳未

満）の児童で、次のいずれかの状態にある児童

を扶養している方

◇父母が離婚した児童◇父または母が死亡また

は生死不明である児童◇父または母が重度の障

害を有する児童◇父または母が１年以上拘禁さ

れている児童◇父または母に引き続き１年以上

遺棄されている児童◇父または母が保護命令を

受けた児童◇婚姻によらないで生まれた児童

（認知した父の扶養がある場合を除く）

【手当額】申請の日の翌月分から

〈児童１人目〉全部支給・月額 41,020 円、一部

支給・月額 41,010 円～ 9,680 円（所得に応じた

額）

〈児童２人目〉月額 5,000 円加算

〈児童３人目〉以降１人につき月額 3,000 円加算

※所得制限があります。（児童の父または母から

受ける養育費の８割も所得に算入されます）　

②児童育成手当 (育成手当 )
【支給対象】18 歳に達した日の属する年度の末

日までの児童で、①の児童扶養手当と同様な状

態にある児童を扶養している方

【手当額】申請の日の翌月分から児童１人月額

13,500 円※所得制限があります。

③ひとり親家庭等医療費助成
　18 歳に達した日の属する年度の末日まで（障

害がある場合は 20 歳未満）の児童を監護するひ

とり親家庭及びひとり親家庭に準ずる家庭に対

して、保険診療の本人負担分を助成します。（前

年度住民税課税世帯は一部負担あり）

【対象】◇ひとり親家庭の父または母◇両親がい

ない児童を養育する方◇父または母が規則で定

める程度の障害の状態にある児童◇ひとり親家

庭の児童または養育者に養育されている児童

※所得制限があります（児童の父または母から

受ける養育費の８割も所得に算入されます）。

④ひとり親家庭ホームヘルプサービス
　中学生以下の児童のいるひとり親家庭で、次

のいずれかに該当するため、日常生活に支障を

きたしている家庭にホームヘルパーを派遣しま

す。事前の申請、登録が必要です。

【対象】◇ひとり親家庭となってから２年以内の

場合◇親または児童が一時的な傷病の場合◇親

族等の冠婚葬祭に親が出席する場合◇日常の家

事および育児を行っている同居の祖父母等が一

時的な傷病の場合◇技能習得のための通学・就

職活動・出張・学校の公式行事への参加等の場

合

※これらに該当しない場合でも、児童が小学３

年生以下であれば利用可能です。

【派遣回数】１日１回（月 12 回まで）

【派遣時間】午前７時～午後 10 時までの間で１

日２時間以上８時間まで

【援助内容】◇育児◇食事の世話◇住居の掃除・

整理整とん◇被服の洗濯

※所得に応じて費用負担があります。

⑤東京都母子及び父子福祉資金
　東京都母子及び父子福祉資金・東京都女性福

祉資金貸付制度では、ひとり親家庭のために貸

付を行っています。10 月から父子家庭への貸付

制度も始まりました。

【対象】原則都内在住 (6 か月以上 ) のひとり親

家庭の母及び父等

【資金の種類】修学・就職・転宅等目的により

12 種類の資金に分かれており、必要な額を限度

額内でお貸ししています。

※母子・父子自立支援員との面談が必要です。

詳細はお問い合わせください。

⑥自立支援教育訓練給付金
【支給対象】ひとり親家庭の母または父で 20 歳

未満の児童を扶養している家庭で次のすべての

要件を満たす方◇児童扶養手当の支給を受けて

いるか、児童扶養手当の支給要件と同等の所得

水準の方◇雇用保険の教育訓練給付の受給資格

がない方◇当該講座の受講が、就職につくため

に必要であり、過去に訓練給付金を受給してい

ない方

【支給対象講座】雇用保険制度における教育訓練

給付の指定教育訓練講座等　　

【支給額】修了した対象講座の受講料の 20％相

当額（上限 100,000 円、ただし４,000 円以下は

対象外）

⑦高等職業訓練促進給付金
【支給対象】ひとり親家庭の母または父で 20 歳

未満の児童を扶養している家庭で次のすべての

要件を満たす方◇児童扶養手当の支給を受けて

いるか、児童扶養手当の支給要件と同等の所得

水準の方◇修業年限が２年以上の養成機関にお

いて、一定の過程を修業し、資格の取得が見込

まれる方◇就業または育児と修業の両立が困難

な状況であると認められる方

【支給対象資格】看護師・介護福祉士・保育士・

理学療法士・作業療法士・保健師・助産師・理

容師・美容師等

【支給額・支給期間】修業期間の一定期間（上

限２年）について、申請のあった月から月額

100,000 円を支給（課税世帯の方は月額 70,500

円を支給）します。

⑧ひとり親家庭相談
　母子・父子自立支援員が、経済上の問題や児

童の養育・就学の問題、その他生活全般につい

て相談を受け、助言、各種制度の紹介、専門窓

口との連絡などにより問題解決を手伝います。

【問合せ】子育て支援課子育て支援係☎ 551・

1737
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【助産師と話そう】地域の助産師による無料の相談会です。ぜひお気軽にご参加ください。【日時】12 月 26 日㈮午前 10 時～正午【場所】子ども応援館 

【対象】妊産婦、子育て中の母子、祖父母等【主催】西多摩助産師会【問合せ】森田助産院☎ 551・0323、児童相談所☎ 523・1321


